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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

2013年８月９日に提出いたしました第88期第１四半期(自 2013年４月１日 至 2013年６月30日)の記載

事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであ

ります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第４　経理の状況

　　注記事項

　　　(重要な後発事象)

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

(訂正前)

第一部　【企業情報】

　第４　【経理の状況】

　　【注記事項】

(重要な後発事象)

(募集新株予約権の発行)

2013年７月４日開催の当社取締役会において、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、

当社取締役及び従業員並びに当社子会社の従業員に対し、以下のとおり新株予約権を発行いたしまし

た。

１．新株予約権の割当日

　2013年７月19日

２．新株予約権の付与対象者

　当社取締役及び従業員、並びに当社子会社の従業員

３．新株予約権の目的となる株式の種類及び数

　普通株式　80,000株

４．発行する新株予約権の総数

　80,000個(新株予約権１個当たりの目的となる株式の数は１株とする)

５．新株予約権の発行価額

　新株予約権１個あたり63円

６．新株予約権の行使時の払込金額

　6,230円

７．増加する資本金及び資本準備金に関する事項

① 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則

第17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とする。計算の結果１円

未満の端数が生じたときは、その端数を切り上げるものとする。

② 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記

載の資本金等増加限度額から、上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。
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８．新株予約権の行使期間

　2013年７月19日から2018年７月18日まで

９．新株予約権の行使の条件

① 割当日から本新株予約権の行使期間の終期に至るまでの間に金融商品取引所における当社普

通株式の普通取引終値が一度でも権利行使価額に20％を乗じた価格を下回った場合、新株予約

権者は残存するすべての本新株予約権を権利行使価額に105％を乗じた価格（但し、１円未満

の端数は切り上げるものとする。）で行使期間の満期日までに行使しなければならないものと

する。但し、次に掲げる場合に該当するときはこの限りではない。

(a) 当社の開示情報に重大な虚偽が含まれることが判明した場合

(b) 当社が法令や金融商品取引所の規則に従って開示すべき重要な事実を適正に開示してい

なかったことが判明した場合

(c) 当社につき上場廃止、破産手続開始、民事再生手続開始、会社更生手続開始、特別清算手続

開始その他これらに類する手続開始の申立があった場合、その他本新株予約権発行日にお

いて前提とされていた事情に大きな変更が生じた場合

(d) その他、当社が新株予約権者の信頼を著しく害すると客観的に認められる行為をなしたこ

とが上記の当社普通株式の株価下落の主な原因であると明らかに認められる場合

② 新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

③ 本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権株式数を超過す

ることとなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

④ 各本新株予約権は１個未満の単位で行使することはできない。

　

(株式分割及び単元株制度の採用)

当社は、2013年８月１日、株式の分割及び単元株制度の採用について以下のとおり決議いたしまし

た。

１．株式分割及び単元株制度の採用の目的　

全国証券取引所が公表した「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨を鑑み、当社株式を上

場している証券市場の利便性・流動性の向上に資するため、１株を100株に分割するとともに100

株を１単元とする単元株制度の採用を行うものです。また、これに合わせて定款の一部を変更いた

します。

なお、本株式分割及び単元株制度の採用に伴う投資単位の実質的な変更はありません。

２．株式分割の概要

（１）分割の方法 

2013年10月１日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普

通株式を１株につき100株の割合をもって分割いたします。

（２）分割により増加する株式数　

① 株式の分割前の発行済株式総数 　　　 　1,080,052株

② 株式の分割により増加する株式数 　　 106,925,148株

③ 株式の分割後の発行済株式数 　　　　 108,005,200株

④ 株式の分割後の発行可能株式数 　　   425,600,000株

（注）2013年６月30日時点の発行済株式総数に基づく株式数であり、株式分割の基準日までの

間に増減する可能性があります。

（３） 分割の日程

① 基準日公告日 　2013年９月13日
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② 基準日 　　　　2013年９月30日

③ 効力発生日 　　2013年10月１日

３．新株予約権行使価額の調整

本株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の１株当たりの行使価額を2013年10月１日以降、以下

のとおり調整いたします。

新株予約権の名称 調整前行使価額 調整後行使価額

第６回新株予約権(無償割当)
　2010年６月25日定時株主総会決議 2,566円 26円

第12回新株予約権(無償割当)
　2010年６月25日定時株主総会決議 1,976円 20円

第13回新株予約権(有償割当)
　2012年６月６日取締役会決議 1,284円 13円

第14回新株予約権(無償割当)
　2012年６月６日取締役会決議 1,589円 16円

第16回新株予約権(有償割当)
　2013年７月４日取締役会決議 6,230円 63円

４．単元株制度の採用

（１）新設する単元株式の数 

単元株制度を採用し、単元株式数を100株といたします。

（２）新設の日程

効力発生日 2013年10月１日

※上記の単元株制度の採用に伴い、2013年９月26日をもって、取引所における売買単位も１株から

100株に変更されます。

５．１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の前第１四半期連結累計期間及び当第１四半

期連結累計期間における情報はそれぞれ以下のとおりとなります。 

１株当たり四半期純利益　

　　前第１四半期連結累計期間　　0円89銭

　　当第１四半期連結累計期間　　0円98銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　　前第１四半期連結累計期間　　0円87銭

　　当第１四半期連結累計期間　　0円96銭
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(訂正後)

第一部　【企業情報】

　第４　【経理の状況】

　　【注記事項】

(重要な後発事象)

(募集新株予約権の発行)

2013年７月４日開催の当社取締役会において、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、

当社取締役及び従業員並びに当社子会社の従業員に対し、以下のとおり新株予約権を発行いたしまし

た。

１．新株予約権の割当日

　2013年７月19日

２．新株予約権の付与対象者

　当社取締役及び従業員、並びに当社子会社の従業員

３．新株予約権の目的となる株式の種類及び数

　普通株式　80,000株

４．発行する新株予約権の総数

　80,000個(新株予約権１個当たりの目的となる株式の数は１株とする)

５．新株予約権の発行価額

　新株予約権１個あたり63円

６．新株予約権の行使時の払込金額

　6,230円

７．増加する資本金及び資本準備金に関する事項

① 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則

第17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とする。計算の結果１円

未満の端数が生じたときは、その端数を切り上げるものとする。

② 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記

載の資本金等増加限度額から、上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

８．新株予約権の行使期間

　2013年７月19日から2018年７月18日まで

９．新株予約権の行使の条件

① 割当日から本新株予約権の行使期間の終期に至るまでの間に金融商品取引所における当社普

通株式の普通取引終値が一度でも権利行使価額に20％を乗じた価格を下回った場合、新株予約

権者は残存するすべての本新株予約権を権利行使価額に105％を乗じた価格（但し、１円未満

の端数は切り上げるものとする。）で行使期間の満期日までに行使しなければならないものと

する。但し、次に掲げる場合に該当するときはこの限りではない。

(a) 当社の開示情報に重大な虚偽が含まれることが判明した場合

(b) 当社が法令や金融商品取引所の規則に従って開示すべき重要な事実を適正に開示してい

なかったことが判明した場合

(c) 当社につき上場廃止、破産手続開始、民事再生手続開始、会社更生手続開始、特別清算手続

開始その他これらに類する手続開始の申立があった場合、その他本新株予約権発行日にお

いて前提とされていた事情に大きな変更が生じた場合
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(d) その他、当社が新株予約権者の信頼を著しく害すると客観的に認められる行為をなしたこ

とが上記の当社普通株式の株価下落の主な原因であると明らかに認められる場合

② 新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

③ 本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権株式数を超過す

ることとなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

④ 各本新株予約権は１個未満の単位で行使することはできない。

　

(株式分割及び単元株制度の採用)

当社は、2013年８月１日、株式の分割及び単元株制度の採用について以下のとおり決議いたしまし

た。

１．株式分割及び単元株制度の採用の目的　

全国証券取引所が公表した「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨を鑑み、当社株式を上

場している証券市場の利便性・流動性の向上に資するため、１株を100株に分割するとともに100

株を１単元とする単元株制度の採用を行うものです。また、これに合わせて定款の一部を変更いた

します。

なお、本株式分割及び単元株制度の採用に伴う投資単位の実質的な変更はありません。

２．株式分割の概要

（１）分割の方法 

2013年９月30日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普

通株式を１株につき100株の割合をもって分割いたします。

（２）分割により増加する株式数　

① 株式の分割前の発行済株式総数 　　　 　1,080,052株

② 株式の分割により増加する株式数 　　 106,925,148株

③ 株式の分割後の発行済株式数 　　　　 108,005,200株

④ 株式の分割後の発行可能株式数 　　   425,600,000株

（注）2013年６月30日時点の発行済株式総数に基づく株式数であり、株式分割の基準日までの

間に増減する可能性があります。

（３） 分割の日程

① 基準日公告日 　2013年９月13日

② 基準日 　　　　2013年９月30日

③ 効力発生日 　　2013年10月１日

３．新株予約権行使価額の調整

本株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の１株当たりの行使価額を2013年10月１日以降、以下

のとおり調整いたします。

新株予約権の名称 調整前行使価額 調整後行使価額

第６回新株予約権(無償割当)
　2010年６月25日定時株主総会決議 2,566円 26円

第12回新株予約権(無償割当)
　2010年６月25日定時株主総会決議 1,976円 20円

第13回新株予約権(有償割当)
　2012年６月６日取締役会決議 1,284円 13円

第14回新株予約権(無償割当)
　2012年６月６日取締役会決議 1,589円 16円

第16回新株予約権(有償割当)
　2013年７月４日取締役会決議 6,230円 63円

４．単元株制度の採用

（１）新設する単元株式の数 
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単元株制度を採用し、単元株式数を100株といたします。

（２）新設の日程

効力発生日 2013年10月１日

※上記の単元株制度の採用に伴い、2013年９月26日をもって、取引所における売買単位も１株から

100株に変更されます。

５．１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の前第１四半期連結累計期間及び当第１四半

期連結累計期間における情報はそれぞれ以下のとおりとなります。 

１株当たり四半期純利益　

　　前第１四半期連結累計期間　　0円89銭

　　当第１四半期連結累計期間　　0円98銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　　前第１四半期連結累計期間　　0円87銭

　　当第１四半期連結累計期間　　0円96銭
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